
２月３日 図書委員会主催の読書会が開催されました。 

今回はＤＶＤによる落語鑑賞会です。 

        

題材は 

【あらすじ】  

旅籠にお侍が泊まります。お侍は、「昨晩泊まった宿はたいそう騒がしく、ゆっくり眠ることが

出来なかった。今晩は静かな部屋を頼む」と。ところがこのお侍の隣の部屋に泊まったのが、江

戸の魚河岸の三人組。芸者をあげて、騒がしいことこの上なし。騒ぐたびに注意をされるので、

三人組は騒ぎにならぬよう、色事の話をはじめました。ところが源兵衛の話というのが、高崎の

ある御武家の奥方とその弟を殺して三百両を奪ったというすさまじいもの。仲間二人は、はやし

たてます。これを隣の部屋で聞いていたお侍は、自分こそ妻と弟を殺され、その仇を三年間さ

がし続けたものだと身の上を明かすのでした・・・。 

 

【生徒の感想】  

★一人で何人も演じ分けているところがすごい。 

★初めて落語を観たが、テンポもよく楽しめたので他の作品も観てみたい。 

★古典落語の言葉が早くてわかりづらいところもあった。 

★独特な口調がおもしろかった。  など… 

 

 


